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【条 件】 

○現行のカーフュー時間（２３時から６時）及び２２時台の便数制限 

（１０便）の厳守 

○弾力的運用が最小限となるよう航空会社を指導 

○早朝５時台の着陸は認めない 

○騒音地域住民の健康影響調査の実施 

○カーフュー時間内運航があった場合の情報公開の徹底 

○弾力的運用の実施状況の公表及び検証 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成田空港に関する四者協議会結果について（概要） 

 国土交通省、千葉県、空港周辺９市町及び成田国際空港株式会社の  

四者は、「成田空港の離着陸制限（カーフュー）の弾力的運用について

（案）」について、以下のとおり条件を付した別添「確認書」を締結し、

合意しました。 

 

１ 対象事由 

（１）出発地空港において、悪天候等やむを得ない理由により遅延が生じた航空機の着陸 

（２）飛行中、悪天候等やむを得ない理由により、一旦他空港へ着陸した航空機の着陸 

（３）悪天候等やむを得ない理由により、玉突き遅延が発生する場合の航空機の着陸 

（４）目的地空港の悪天候等やむを得ない理由により、成田空港へ引き返す航空機の着陸 

（５）異常事態、運航の安全確保等やむを得ない理由により、遅延が生じた航空機の離着陸 

２ 時間帯 

  ２３時台の離着陸 

（２４時以降は従来カーフュー運航を認めてきたもの以外は認めない） 

３ 対象機材 

  成田航空機騒音インデックスＡ、Ｂ及びＣに適合する低騒音機に限る 

４ 料金 

  １回の離着陸につき、通常の着陸料に加え、通常の着陸料の１倍に相当する金額を上乗せ

して支払う 

５ 実施時期 

  平成２５年３月３１日から実施する 

今回の確認書締結による弾力的運用の概要 


